
 

 

 

「新型コロナウイルス感染症治癒
ゆ

報告書」の提出等について 

 

令和５年５月８日以降、新型コロナウイルス感染症が５類感染症へ移行し、学校保健安全法

上、第２種感染症に位置付けられることから、今後は、インフルエンザと同様、保護者の記入

による報告書「新型コロナウイルス感染症治癒報告書」（本校ホームページからダウンロード

可能）を提出していただくことになりましたので、ご協力をお願いいたします。（陰性証明や

医療機関が発行する検査結果を提出する必要はありません。） 

また、下記の事項についてご理解いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 

 

１ 新型コロナウイルス感染症の出席停止期間について 

新型コロナウイルス感染症への感染が確認された場合は、法令の規定により「出席停止」となり

ます。その間は、休んでも欠席日数には含まれません。出席停止の期間は、次の通りです。 

（※ 最低でも５日間は、出席停止となります。） 

 

 

 

 

 

  なお、濃厚接触者としての特定は今後行われません。感染が確認されていない場合は、直ちに

出席停止の対象にはなりません。 

 

２ 「発症した後５日」の数え方 

発熱､のどの痛み､咳、頭痛等、普段と異なる症状が出た日が発症日で、０日目となります。 

  別紙「新型コロナウイルス感染症治癒報告書」の早見表にてご確認ください。 

 

３ 「症状が軽快」の解釈について 

  「症状が軽快」とは、解熱剤を使用せずに熱が下がり、かつ、せき等の呼吸器症状が改善傾向

にある状態を指します。 

  

４ 無症状の感染者に対する出席停止の期間 

検査キット等で検査し、陽性が判明した場合、検体を採取した日（０日目）から５日を経過す

るまで出席停止となります。 

 

５ 再登校に際してのお願い 

新型コロナウイルス感染症は、発症から１０日を経過するまでは、ウイルス排出の可能性があ

るといわれています。療養後再登校する際は、周りの方への配慮として、なるべくマスクの着用

をお願いいたします。 

＜新型コロナウイルス感染症の出席停止の期間の基準＞ 

発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した後１日を経過するまで 

（令和５年５月８日から施行） 

 


